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蛍光灯とLEDの登場

・光自体の熱放射が少ないので植物に近接して

照明できる→照明効率向上、多段栽培可能

・蛍光灯は安価でもっとも有力だが、赤色成分

が少ないので生産物の品質にやや難点

・LEDは①小型軽量，長寿命、②赤と青の波長

がクロロフィルの吸収スペクトルに一致、③

光合成に有利なパルス照射可能などの利点

を有するが、④照明設備が高価格、⑤赤色

だけでは栽培品目が限られる、という難点
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蛍光灯植物工場の開発（高柳氏）
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蛍光灯植物工場のコスト試算例（高柳氏）

設備コストが安く見積もられすぎている
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LEDによる栽培実験（東海大学）
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LDによる栽培実験（東海大学）
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